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一 

 



 

現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
構
想
の
詳
細
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
新
聞
報
道
等
で
知
る
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
こ
の
構
想
に
は
種
々
の
問
題
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
ず
第
一
に
、
治
山
治
水
事
業
は
、
そ
の
受
益
が
広
く
国
民
一
般
に
及
ぶ
た
め
、
一
般
財
源
で
賄
う
べ
き
で
あ

り
、
目
的
税
に
は
な
じ
ま
な
い
と
考
え
る
。
目
的
税
と
い
う
手
段
に
安
易
に
頼
ら
ず
、
一
般
財
源
又
は
各
地
で
次

第
に
普
及
し
て
い
る
「
水
源
基
金
」
等
の
活
用
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

第
二
に
、
課
税
対
象
か
ら
農
業
用
水
が
除
外
さ
れ
て
い
る
が
、
農
業
用
水
は
我
が
国
全
体
の
水
使
用
量
の
相
当

部
分
を
占
め
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
負
担
の
公
平
か
ら
い
つ
て
、
一
般
国
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
不 

建
設
・
農
林
水
産
両
省
は
、
河
川
整
備
、
水
源
か
ん
養
林
整
備
な
ど
の
財
源
と
し
て
、
昨
年
見
送
つ
た
「
流
水

占
用
料
」
と
「
水
源
税
」
を
一
本
化
し
た
新
た
な
水
利
用
税
の
創
設
を
検
討
し
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。 
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水
利
用
税
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
ま
だ
政
府
部
内
で
の
検
討
に
と
ど
ま
つ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
際
次

の
諸
点
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
質
問
す
る
。 

第
三
に
、
政
府
は
、
地
盤
沈
下
対
策
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
河
川
水
に
課
税
す
る
新
税
の
創
設

は
、
こ
れ
に
逆
行
し
、
工
業
用
水
道
政
策
と
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
講
じ
ら
れ
て

い
る
料
金
の
高
騰
抑
制
政
策
と
も
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
。 

三 

工
業
用
水
道
事
業
に
対
す
る
国
庫
補
助
等
の
実
態
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

適
切
な
も
の
で
あ
る
。 

一 

「
水
源
基
金
」
等
の
実
態
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

第
四
に
、
利
水
者
は
、
既
に
取
水
量
等
に
応
じ
て
、
ダ
ム
負
担
金
等
の
応
分
の
負
担
を
行
つ
て
い
る
。
新
税
を

創
設
す
る
と
、
利
水
者
に
二
重
の
負
担
を
求
め
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
観
点
か
ら
も
問
題
で
あ
る
。 

二 

我
が
国
全
体
の
水
使
用
量
に
占
め
る
農
業
用
水
の
割
合
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

 

五 

四 
工
業
用
水
道
事
業
者
、
水
道
事
業
者
が
負
担
し
て
い
る
ダ
ム
負
担
金
等
の
実
態
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


